











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1932 年 11 月の契約により、パニョル社はジオノの初期小説の独占映画化
権を所有した。フランスが休戦した後の 1940 年 11 月、農家の購入資金を
必要としていたジオノは『世界の歌』の映画化権をカザフスタン出身のプ





Mény,  «Le cinéma comme aventure», Magazine littéraire, No 329,  février 
1995, pp.50―53
6 ）　«Les  styles de  Jean Giono», Roman 20―50, Université de Lille,  1987; 
«Giono», Obliques, op.cit.; «Jean Giono», Magazine littéraire, op. cit.; Giono, 














オノは第二次世界大戦中に二度、逮捕された。1939 年 9 月 14 日、反戦の
アピールが当局に知れ、応召時に逮捕されると、11 月 11 日に不起訴とな
るまで拘留された。アンドレ・ジッドは首相ダラディエに手紙で釈放を求
め、モーリヤック、ポーラン、映画監督のアベル・ガンスも救援活動をし












































































































































































（sent un peu trop  le  jeu  littéraire）」（p.834）という同社のピエール・ティ









7）　ジオノとグラッセ社の契約は 1928 年 5 月 9 日に結ばれた。その後、
1931 年からグラッセとガリマールがそれぞれ著作の半分を出版すること
になり、1950 年からジオノはガリマールの専属となった。それには『丘』
の成立過程が関わっている。ジオノは 1921 年から 1923 年にかけてマルセ
イユの薬局主レオン・フランが発行した『ラ・クリエ』誌に詩を掲載して
いた。寄稿者のうちリュシアン・ジャックと 1922 年 7 月から文通が始ま
り、1924 年 2 月に初めて対面した。ジャックはジオノよりも文学関係者
をよく知っており、やがてみずから発行した『カイエ・ド・ラルチザン』
誌上でジオノの詩を特集することになる。扉絵はジャックが描いた。また、
『ラ・クリエ』誌に雑誌評を寄せていたアンリ・プーライユは 1923 年 5 月
にグラッセに入社し、翌年には広報部長になっていた。ジオノはリュシア
ン・ジャックの勧めで『オデュセイアーの誕生』の原稿を 1927 年 11 月、









エール・ティスネは 1928 年 2 月 6 日に好感触だと作家に伝え、ジオノは
111
（37）







ラッセ社は 1929 年 1 月の出版に先立って、ゴンクール賞審査員に 1部ず
つ送ったというから意気込みが分かる。グラッセは他の作家の作品ととも
に、『丘』を「プロヴァンス小説」として売り出した。一方、ジオノは、
すでに 1928 年 7 月 6 日、ポーラン宛の手紙で、社主ガストン・ガリマー
ルへの返信に、ガリマールの作家になりたい意向を書いたと伝え、ポーラ
ンにマノスクに来るよう勧めてもいる。『丘』が出版された後の 1929 年 3
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